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こ
の
春
、市
内
の
各
中
学
校
を
巣
た
ち

県
外
に
就
職
す
る
就
職
生
三
O
O余
名

の
前
途
を
罵
し

て
ひ
ら
か
れ
た
就
職

畿
励

壮
行
会
が
こ
と
し
も
さ
る
十
五

日
、
市
主
催
の
も
と
に
五
所
川
原
中
学

校
こ
う
堂
で
盛
大
に
お
‘
な
わ
れ
ま
し

た
。
式
は
午
前
十
時
か
ら
は
じ
ま
り
、
 

市
の
執
務
時

間
変
る
 

四
月
一
日
か
ら市
役
所
の
執
務
時
間
が

変
更
に
なり
ま
す
。
 

平
日
は
午
前八
時
三
十
分
から
午
畿
四

時
三
＋
ム〈
ま
で
、昼
休
み
零
時
か
ら
零

時
三
＋
分
ま
で
。
土
層
日
は
午
前
八
時
 

」
干
分
か
ら
零
時
」
干
分
ま
で
で
す
o
 納

税
は
す
べ
て
納
税者
の
み
な
さま
方

の
申
告
に
よ
つ
て
賦
課
し
、徴
収
す
る

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

ご
承
知
の
通
り
三
月
一
日
か
ら二
〇
日

ま
で
、
市
県
民
税
の
一
般
申
告
か
喜
符

け
令
柄
税
者
の
八
割
以
上
の
かた
が
申

告
さ
れ
て
お
りま
す
。
 

こ
の
申
告
につ
い
て
は
市
広
報
等
で
P
 

R
し
て
ま
い
h
ま
し
た
が
、
申
告
を
し
 

壮
行
会
を
盛
大
に
行
う
 

男
女
 

市 の 人 口 

(2月末現在） 

総人口 	加、371 
男 	24'444 
女 	25、927 

世帯数 	9'887 

一八 
パ 

こ
と

L
【
年
間
の
巾

の
仕
事
を

き
め
る
第
五
十

1
1
1
 

回
定

例
市
議
金

は
三

月
十
六
日

か
ら
開
会
さ

れ
ま

し
た
り
 

今
回
提

川
さ
れ
た
主

な
案
件

は
三

＋
六
年
度

追
加

更
正

予
算
、

三
十
七

年
度

一
般
会
計
お
よ
び

特
別

会
計
予
算
、

財
政
再
建

計
画

の
変
更
 
教

育
施
設

の
整
備
計
画
 

市
民
会

舘
の
建
設
、
塵
芥
焼

却
場

の
建
設
、

保
育
所
、

市
営
住
宅

の
建
設
、

消
防
司

令
車

の
購
入
 

市
条

例

の
改
廃
制
定

な
ど
六
十
一
一

件
が

上
提
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

な
お

三
十
七

年
度
予
算
等
、

議
会
関
係

に
つ
い
て

は
三

十
一

日
発
行
予

定
の

市
仏

報
特
集

号
で
お
し

ら
せ

い
た
し

ま
す
。
 

異
議
の
申
立
は
期
間
中

に
 

納
税
申
告

は
忘
れ

な

い
よ
う

に
 

露
の
衛
生な
P吾
、
と
り
あ
つ
か
つ
寄
生
思
想
の
完
ぺ
き斎
し
、
藻
 

て
お
じ
い朝
か
ら
タ
方
ま
で
の
執
務
時
で
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
事
務

間
中
多
数
の市
民
が
お
事
れ
、

人
出
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

の
は
げ
レ
い
と
こ
ろ
で
、
課
員
一
同
、
 ◇
…
国
民年
金
係
は
、
国
民
年
金
の
趣

住
民
の
福
利
の
増
進
、
市
民
へ
の
サ
1
旨
の
普
及
、
福
祉
年
金
の
請
求お
よ
び

ピ
ス
の
た
め
が
ん
ば
つ
てお
り
ま
す
。
 調
査
、
拠
出
制
年金
の
被
保
険
者
の
調

◇
・
二戸
籍
係
は
、
出
生
、
婚
姻
等
の
届
査
、
国
民
年
金
」
一
 
の
交
付
、
年
金
印

戸
籍
の
諸
証
明
、人
口
動
態
、
埋
火
葬
紙
の
売
りさ
ば
き
お
よ
び検
認
等
、
国

の
許
可
、犯
罪
人
、
禁
治
産
者
等
の
名
民
年
金
を
圧
民
に
しん
と
フ
さ
せ
、市

簿
の
整
備
な
ど
の
事
務を
し
て
お
り
ま
民
の
将
来
の
生
活
の安
定
を
は
かる
よ
 

す
。
 

う
つ
と
め
て
い
ま
す
．
 

◇
…
住
民
登
録
係
は
、生
民
の
転
入
、
 ま
た
、
年
金
印
紙
は
各
支
所
で
も
と
り

転
居
、
変
更
の
届
、住
民
登
録
の
諸
証
あ
つ
か
つ
てい
ま
す
．年
金
の
受
給
資

明
、
外
国
入
の
！
蔵
、
転
出
お
よ
び
旅
格
の
発
生
し
た
人
は
、
ど
し
ど
し
窓
口

行
証
明
●
の
発
行
、
母
子
手
帳
の
交
付
を
お
と
ず
れ
てく
だ
さ
い
。
 

冒
！
三
昌主
ま
誉
ョ
！i
i
《ョ
巨
」三
【
ii
i
喜
三一三
三
三
一
ま
主
！子
三
三
曹三
昌
 

ー
 
》
 
市
の

水
道
は
市
民
③
給
水
装
置
の
所
有
者
ま
た
は
代
理
人

一
 
の
み
な
さ
ん
の
ご
 
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
。
 

ォ

A、
一
 
協
力
に
よ
り
年
A
④
水
道
の
使
用
世
帯
お
よび
入
員
に
異
 

・

甘
・
一
 

拡
張
さ
れ
て
お
り
 
動
が
あ
つ
たと
き
‘
 

甘
 
ま

す
 
ユ
比
畦

y”
審

一
 
球
タ
 

融
難
雛
難
難
 

レ
幻
 
設
さ
れ
、

き
ゆ
う
川
原
駅
長
の
花
田
次
郎
氏
と
農
業
貧

に
 
水
戸

数
も
現
在
三
会
々
長
退
任
のた
め
辞
職
し
た沢
田
精
 

樋
一
難
緋
灘
灘
灘
 

解
鯵
赫難
難
獅
 

み
な
さ
泳
「

旧

集
、
公
費
屋
の

経
営
管
理
な
ど
の事
 

「
「
叫
累

深
い

務
を
、
と
り
あ
つ
か
つ
でい
ま
す
・
 

犀
課
が
あ

り
ま

な
お
公
益質
崖
は
庁
舎
横
の
小
路
矢
 

す
。
 

？
・
 

！
・
「・
い
‘
一
り
 
ー
 

こ
の
課
は
「
ゆ
り
つ
たと

こ
ろ
に
あり
ま
す
。
 

か
ご
か
ら
は
か
ば
◇

；
操
罵
生

係
は
、
保
籍
生
の

趣

ま
で
」
の
こ
を
旨
の
普

及
と
徹
底
、
結
核
、
ト
ラ
ホ
ー
 

の
と
お
り
、
戸
籍
ム
の
予
防
、
妊
産
婦
お
よ
び
賛
の
保

住
民
登
録
、国
民
健
指
導
、
隔
篤

舎
の
管
理
、
伝
染
病

年
金
、
公
営
住
宅
 
の
予防
、
救
治
、
し
尿
塵
芥
の
処
理
な
 

(l綿2円） 

五
川
 

ー
、
》
ーI1
 

I
 

ー
 

 

所
 
今春
集

団
就
職
生
  

提
 

!

．
 

一
 

ム
パ
等
 

報
墨
茂
算
 

広
」
婦
予
 

市
市

業
 

旅
所
原
事
  

国
歌
斉
唱
の
あ
と
主
催
者
の
山
内
市
長

が
「
あ
らゆ
る
困
難
を
のり
こ
え
り
つ

ば
な
技
脂
者
と
な
つ
て
郷
土に
錦
を
か

ざ
る
こ
と
を
き
た
い
しま
す
。
」
と
あ

い
さ
っ
、
寺
田
数
育長
、
伊
藤
職
業
安

定
所
長
、
前
田
市
中
学
校
校
長
会
長
か

ら
モ
れ
ぞ
れ
激
励
のこ
と
ば
が
あ
っ
た

の
ち
、
各
学
校
の
代
ひよ
う
者
に
市
か

ら
記
念
品
を
、
ま
た
母
子
会
か
ら
銭別

が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
就職

生
を
代
ひ
よ
う
し
て
東
京
都
の
新
興
産

業
（
裂
パ
ン
業
）
に
就
職
す
る
加
藤
敬

子
さ
ん
（
五巾
出
身
）
が
ち
か
ら
強
く

答
辞
か
」の
べ
さ
い
ご
に
4高
が
わ
か
れ

の
歌
を
合
唱
し
て
式
を
お
わ
り
ま
し
た

一
行
は
十
九
日
愛
知
、岐
阜
、
京
都
地

方
に
出
発
す
る
第
一陣
を
は
じ
め
と
し

て
二
十
一
百
に
は第
二
陣
が
東
京
、神

奈
川
地
方
に
、
翌
二
十
三
日
には
第
三

陣
が
福
井
、
石
川
地
方
に
そ
れ
ぞ
れ
五

所
川
原
駅
発
七
時
五
十
九
分
の列
車
で

家
族
や
先生
、
友
人
ら
に
見
送
ら
れ
、
 

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
げ
ん
き
に

出
発
し
ま
し
た
．
 

な
け
れ
ば
所
得
控
除
、
税
額
控
除
（
専

従
者
、
井
萎
、
雑
損
等
の
控
除）
な
ど

の
特
典
がみ
と
め
ら
れま
せ
ん
の
で
税

金
は
非
常
に
高
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
 

し
た
が
つ
て
該
当
者
（
納税
者
）
は
か

な
ら
ず
期
限
内
に
所
得
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

ま
た
、
固
定
資
産
税
も
三
月
一
日
か
ら

一
一
〇
日ま
で
一
般
関
係
者
（
資
産所
有

者
）
に
課
税
台
帳
を
公
開
縦
覧
に
供
し
 

て
納
税
署
の
ご
承
認
を
い
て
お
り
ま
す

こ
れ
も
課
税
額
（
評
価額
）
に
不
服
の

か
た
は
三
月
一
日か
ら
三
〇
日
ま
で
の

間
に
評
価
密
査
委
員
会
に
審
査
請求
で

き
る
持
喚
も
あ
り
ま
す
の
で
関
係
者
は

も
れ
な
く
縦
覧
さ
れ
て
自
分
の
賦
課
額

に
な
つ
と
く
の
い
く
う
此
で
納
税
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
つ
て
お
p
ま
す
。
 

軽
自
動
車税
の
甲
告
に
つ
いて
は
、
よ

く
四
月
に
徴
収
令書
が
配
布さ
れ
て
か

ら
車
が
な
い
か
ら
賦
課を
と
り
け
し
て

も
ら
い
た
い
と
か
、
納
付
し
な
い
と
い

う
申
立
が
あ
り
ま
す
が
、
軽
自
動
車
の

登
録
事
務
に
つ
い
て
は
陸
運
事
務
所
の

登
録
台
帳
に
も
と
づ
し
て
課
税
し
て
い
 
 

き
ま
す
の
で
、
車
の
異
動
が
あ
つ
た
と

骨
」
は
、た
だ
ち
に
陸
運
事
務
所
に
届
け

を
出
すと
ど
う
じ
に
市
長
に
規
定
され

た
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
 

こ
の
手
続
き
が
され
て
お
ら
な
い
と
車

が
実
際
に
な
く
て
も
納税
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
か
ら
わす
れ
な
S
よ
・
っに

し
て
く
だ
さ
い
。
 

以
上
申
告
時
期
に
関
係
深
い
こ
と
が
ら

を
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
三
七
年
度

の
微
税
令書
が
四
月
一
日
の
軽
自
動車

税
を
最
初
に
五
月
一
日
の
固
定
賢
産
税
 

昭
和
「
干
七
年
度
の
政
育
施設
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
五
所
川
原
小
学

校
お
よ
び
統
合
松
島
小
学
校
、
市
立
仮

体
育
館
が
そ
れ
ぞ
れ
完成
し
ま
し
た
が

こ
の
ほ
ど
さ
ら
に
中
川
中
学
校
、
毘
沙

門
小
学
枚
、
藻
川
小
学
校
の
新
増
改
築

が
つ
ぎ
の
と
お
り
竣工
し
ま
し
た
。
 

O
巾
川
中
学
校
校舎
増
築
 

柳
造
は
木
造
二
階だ
て
モ
ル
タ
ル
仕
上

規
模
は
一
二
大
坪
、
工
事
費
三
九
O
一
一

千
円
、
請
負
者
、川
村
市
之
丞
 

O
毘
沙
門
小
学
校
屋
体
改
築
 

構
造
は
木
造
平
屋
だ
て
モ
ル
タ
ル
塗
、
 

規
換
は
一
一
一坪
、
工
事
費
四
一
大
一
一
 
 

ま
た
式
興
の会
場
で
あ
つた
体
育
舘
は

木
造
集
成材
ア
ー
チ
構
造
 
床
はフ
ロ
 

1
リ
ン
グ
ば
り
、
ス
テ
ー
ジ
も
崩
場
で

も
お
も
わ
せ
る
よ
う
な
り
つ
ぱ
な
も
の

で
あ
り
ます
。
 

な
お
同
校
は
明
年
度
、
給
食
室
、
運
動

場
も
整
備
さ
れ
る
る
子定
に
な
つ
て
お
 

大
月
一
日
の
国民
健
康
保
険
税
と
毎
月

令
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
納税
者
は

令
書
を
う
け
と
つ
て
そ
の
賦課
額
（
令

書
の
内
容
）
を
確
認
さ
れ
かな
ら
ず
納
 

習

編
付
し
て
くだ
さ
リ
 

申
告
納
税
に
つい
て
、
g
間
い
合
せ
、
 

ま
た
は
税
に
つ
い
で
ご
異
議
、
疑
間
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
お
気
軽

に
税
務
課
に
お
い
で
く
だ
さる
か
、
ご

運
絡
（
電話
で
も
よ
い
）
し
て
く
だ
さ

レ
 

千
円
、
請
負
者
工
藤
強
 

〇
飯
詰
小
学
校
校
舎
増
築
 

講
造
木
造
二
階
建
モ
ル
タ
ル
しあ
げ
、
 

規
模
一
一
九
坪
、工
事
費
三
大
四
五
十
 

円
、
請
負
者
、今
栄
蔵
 

O
一
野坪
小
学
校
屋
休
新
築
 

栂
造
木
造
平
屋
建
モ
ル
タ
ル
塗
、
規
模
 

九
四
坪
、
工
事
費
二
三
七
五
千
円
、請
 

負
者
、
小
野
忠
兵
衛
 

〇
藻
川
小
学
校
校
舎
増
築
 

構
造
木
造
二
階
建
モ
ル
タ
ル
塗
、
規
模
 

五
O
坪
、
工
事
費
一
七
三
大千
円
、
請
 

負
者
、
成
田
健
古
 
 

に
関
す
る
こ
と
は
 

ー
 

す
「
て
届
出
制
度

に
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
と
き
は
印
鑑
を
お
持ち
に
な
つ
て

市
役
所
水
道
課
へ
お
いで
く
だ
さ
い
。
 

①
水
道
の
使
用
開
始
ま
た
は
中
止
す
る

と
き
。
 

③
水
直
の
用
途
を
変
更
す
る
と
き
。
 
 日

付
で
発
令
しま
し
た
。
 

編
集
だ

よ
り
 

記
事
の
関
係
で
今日
は
「
市
民
の広
場
 

」
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
きま
す
。
み
な

さ
ん
の
市
政
に
対す
る
藤

」
的
な
ご意

見
を
お
ま
ち
い
た
して
お
り
ま
す
。
投

簡
ま
ョ
（
，
叉
Jマ
十以
勺
、氏
上
邑
可名
、
 

工
事
請
負
者
の
、鶴
谷
建
設
、
新
興
建

設
、
工
腰
建
設
お
よ
び
4琢
《建
股
の
た

め
の
土
地
提
供
者
に
市
皿
（
か
ら
か
ん
し

や
状
が
お
く
ら
れ
ま
レ
た
。
 

つ
づ
い
て
県
教
育
長
（代
響
を
は
じ

め
叫空
一
小
学
校校
長
会
代
置
、
P
TA
 

4長
、
も
と
全
校
校
長
木
村
忠
蔵
先
生

の
祝
辞
、
」
下
稜
長
の
謝
辞
が
あ
つ
て

式
が
お
わ
りま
し
た
。
 

同
校
は
現
在
児
童
数
が
一
一
九二
名

学
級
数
が
二
十
七
、校
舎
面
積
が三
七
 

露
所
川
原
小
落
成
ず
 

新
装
の
校
舎
に
 
笑
顔
い

つ
ぱ
い
 

一
など
、
日
常
み
なさ
ん
が
ル」
守」
して
行

一
く上
に
欠
く
こと
の
でき
な
い
こ
と
が

ら
を
と
り
あ
つ
か
つ
て
い
ま
す
。
 

う
ま
た
、

島
車
の

腎
潟
行
の

許
可
の
 

1
 事
務
も
し
て
お
り
ま
す
。
 

／、
 

◇
…
市
民
係
は
、最
近
の
住
宅
難の
緩

和
の
た
め
建
設さ
れ
て
い
る
公
営
、
市

営
住
宅
の建
設
お
よ
び
運営
管
理
、水
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A
舎
、
体
育
舘
の
落
曳
式は
三
月
十
日
一四
坪
）
体
育
舘
七
三
七
平
方メ
ー
ト
ル
ー哩
科
皐
膚
窒を
ま
じ
め
、
お
ん
が
く
主
 
（写
真
上
 
五
小青
璽
東
 
下
 落
戎

午
前
十
時
か
ら
新
装
な
つ
た
全
校
休
育

舘
に
山
内
市
長
を
は
じ
め
市
議
会
、
P
 

T
A
、
母
の
会
そ
れ
に
学
校
関係
者
、
 

工
事
請
負
者
など
三
〇
O
余
名
が
出
席

し
て
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
した
．
 

ま
ず
修
取
式
のあ
と
、
市
長
式
辞
、
寺

田
数
育
長
の
経
過
報
告
が
あ
つか
の
ち
一
 

昨
秋
完
成
した
市
立
五
所
川
県
小
学
校・
一
三
平
方メ
ー
ト
ル
（
］
一
二
五・
一
一
三
五
つ
万
月
で
あ
り
暁
舎
勾
ま
哩
叫窒

り
ま
す
。
 

昨
秋
完
成
し
た
市
立
五
所
川
原
小学
校
二
」
労

メ
ー
ト
ル
（
一
一
二
五
・
一
一
三
五〇
万
円
で
あ
り
校
舎
内
は
理
科
窒
り
ま
す
。
 

学
校
建
築
全
部
終
る
 

市
今
年

度
分
完
全

に
 

~民生課の巻I 



ー
 

毎
週
水
曜
日
に
開
設
 

市
心
配
ご

と
相
談
所
 

軸
」
？
鍾鯉
蘇

「

実
施
事

項
 
困
避
難
訓
練
指導

認
繊

穀
鷲

鮎

田
広報
活動
期
間
中
新
聞
灘
舞
」
」
鷲

騒

」
 

い
ま
し
た
。
 

籍
難
落

「
「
携びチラ

ッ車
輔
等
に

より
」
）
難」
「
練
を実
施
し
不
時災
害防
止
に
あ
 

財
産
な
と大
き
な
被
響
か
出
て
いま
す
 

社
会
福
祉
協
婆
が
市響
事
務
所と
島
地
区十七
、二
・
一
％
、
無
地
区
割
で
色
し
帝
糾
防
本
部
で
は
四
J
P
防
火
の
関
心
を

高
め
る
‘
 

同
危
険
物
の
 
危
易
臓
 

タ
イ
ア
ツブ
し
て
昨
年
二
月
百
か
ら
十
五
、二
・
一
％旧
市
内
五
十
一
、
一
月
一
日
か
ら
三十
日
ま
で
ー
カ月
間
に
 
周
予

防
査

察
 
一
ば
ん
か
て
 

安

全
管
理
 
及
び
取
扱
所

毎
週
水
開
日
に
開
設さ
れ
P
sた
「
市
・
o
％
、
市
外
和用
者
が
十王
件
と
な
わ
た
り
「
春
の
火災
予
防
運
動」
を
展
 
い
及

び
公
衆
 
等
の

設
備
の

の
心ば
い
ご
と
相だ
ん
所
」
は
、そ
の
 
つ
て
お
り
ま
ず
，
 

開
し
、火
事
の
撲
滅
を
は
か
る
こ
と
に
 

後
も
利
用
者
が
多
く順
開
な
あ
ゆ
み
を
ま
た月
べ
っ
では
二
月
が
二十
七
（件

な
n
一
ま
した
o
わ
た
し
た
ち
に
と
つ
て
 三
か
・
う

ノ
レ
、

K
い
、
？
h
ー
」
・
ワ
を
打
」
J引
？
 

新
入
学
児

童
は
お
と

う
さ
ん
、
 

お
か
あ
さ

ん
に
つ
れ

ら
れ
て
元

気
に
 

つ
づ
け
こ
の
ほ
ど
一
周
年
を
む
か
えま
）
三
月
三
十七
、
四
月
十
四
、五
月
七
火
事
は
災
難の
うち
で
も
一
瞬
に財
産

し
た
が
、市
福
祉
事務
所
で
は
月

三
 
大月
五
、七
月
五
、八
月
八
、九
月
五
を
灰
に
し
てし
ま
い
・と
き
に
は
人
命
 

つ
づ
け
こ
の
ほど
一
周
年
を
む
か
えま
）
三
月
三
十
七
、四
月
十
四
、五
月
七
火
事
は
災
難の
う」
っで
も
一
瞬
に財
産
 
ョ

4
'
6
J

引
ノノ
ぐ
ク

ニ
 
『
B

レ
“
ズ
ー
 

ー
 

4
月
1
日
か
ら
実
施
 

講
堂
で
校

長
先
生
の
 

、
ー
ョ
ー
ぐ
、
 

ま
で
失
う
な
ど
こ
れ
ほ
P
恐
し
い
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
先般
羽
野
木

沢
小
学
校の
火災
な
ど
か
あ
り
、市
消

防
本
部
では
は
る
の
火災
シ

l
ズ
ン
に

の
ぞ
み
．
よ
り
い
じ
よ
う
の防
火
思
想

の
高
鍋
と
火災
予
防
思
想の
晋
及
、
徹

底
つ
る
こと
を
日
的
に
こ
の運
動
をて

ん
開
す
るこ
と
に
な
つた
わ
け
で
す
。
 

市
民
の
智様
方
の
と
協
力を
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。
 

附
日
市
役
所裏
の
旧
公
益鮎
醍
二階
で

午
前
九
時
か
ら午
後
」
蒔
ま
で
お
こ
な
 の

出
入す
る
防
火
対
象
物
に
た
い
す
る

査
察
は
べ
つに
け
い
かく
し
、火
災
の

こ
ん
げ
ん
の
撲
滅を
は
かり
火
災予
防

指
導
に
あ
た
る
。
 

⑧
車

輔
査

察
 
関
係
者
の協

力
を
え
て
パ

ス
を
対
象
と
して
設
備
の
充実
、
避
難

拍
導
に
あ
た
る
。
 

改
普
及び
管
理
に
つ
い
て
、関
係
者
の

協
力
を
え
て
そ
の
災
害防
止
協
議
会
を

開
催
する
。
 

固
道
路
障
害
物
等
 

の
 
消
防

対

策
 

道
路
に
違
反
駐
車
、道
路
面
の
不
法
使
 

用
、
障
害
物
の
放
置
ま
た
は
無届
に
よ
 

る
道
路
工
事
は消
防
活動
の
妨
害に
な
 る

の
で
、
市
民
の
協
力
を
主眼
と
し
、
 

関
係
機
関
と
の運
絡
を
密に
し
て
消
防

活
動
の
万全
を
期す
。
 

⑦
防
火
座

談
会
 
防
火
対
象

物
及
び
各

町
内
毎
に防
火
座
談
会
を
実施
し
モ
の

指
導
に
当
り
予
防
消防
の
万
全
を期
す
 

同
建

築

物
等
 
防
火
対
象
吻

の
防
火

指
導
 
の
新
増
改
築
 

用
途
変更
等

の
増
加
に
伴
い関
係
機
関
の協
力
を
え

て
防
災
指尋
を
行
う
。
 

⑨
消
火

器
の
 
各
メ
1
カ
ー
 

操

作
指

導
 
の
協力
を
え

て
各
種
消
火

器
の
消
火
実
験
及
び
操
作
指
導
を
お
こ

な
い
初
期消
火
の
充
実
を
はか
る
。
 

⑩
水

利
機

械
防
火
水

槽
、
 

器

具
点

検
防
火

せ
ん
河

川
等
の
消
防

水
利
を
調
査
及び
ポ
ンプ
軍
等
の
整
備

点
検
を
お
こ
な
う
。
 

つ
て
お
り
ま
す
の
で
、気
軽
に
と
利
用

和
町
で
お
こ
な
つ
て
い言

の
。
 

町
、
鎌
谷
町9
1
63
0日
、
新
1
31
7日
 

ね
が
い
ま
す
。
 

従
業
員
の
な
か
に
は
開
設
皿
認
か
らこ
柳
町
1
11
8日
、
元
町
1
9日
、
田
町
ロ1
3
 

十
一
日
現
在
で
一
年
間
の
利
用
者
状況
、
十
月
大
、十
一
月
九
、十
二
月
五
、
 

を
発
表
しま
し
た
。
 

一
月
八
十
一と
な
つて
お
り
、農
閑
期

こ
れ
によ
る
と
一
年聞
の
開
設
回数
は
の
二
、三
月
お
よ
び
一月
が
も
つ
と
も

五
十
大
回
、
そ
の
相
だん
件
数
も二
O
多
い
よ
うで
す
。
 

九
で
一回
の
利
用
者
皿均
は
」
て
一人
ま
た
一
月
に
は
各
地
区
の巡
同
租
だ
ん

と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

も
お
こ
な
つた
の
で
と
く
に
利
用
者
が

相
だ
ん
内
容
を
みま
す
と土
地
家
屋
の
多
か
つ
た
よ
っで
あ
り
、
こ
の
巡
回
相

紛
争
が
も
つ
と
も
多く
五
十
大
（
件
）
 
だ
ん
は
か
なり
好
評
を博
し
た
よ
うで

つ
づ
い
て
家
て
い
不
和
が
三
十二
、金
必
り
ま
す
。
 

銭
関
係
二
十
九
、
生
活
苦二
十
大
、
法
市
福
祉
事務
所
で
は巡
回
相
だ
ん
に
つ

律
二
十
二
、資
金
借
入
十
七
、医
療
十
い
て
今
後
も年
二
回
ぐ
らい
定
例
的
に

一
、求
人
求
職
、青
少
年
問
題
の順
位
実
施
し
て
い
く
方
針
と
の
こ
と
で
す
。
 

で
児
童
福
祉
、
精
神
衛生
な
ど
が
続
い
 
な
お
心
ぱ
い
ごと
相
だ
ん所
は
毎
通
水
 

‘

ー
 
．

l
I
ー
 
ー

l
'
.
.
1
、
ー
ー
→

‘
ー
ー
 
→
 

の
仕
事
を
つづ
け
て
い
るベ
テ
ラ
ンも
日
、
栄
町
1
4日
、
平
和
町
1
92
0日
、
湊
 

図
画
や

楽
の
授
 

プー日入学嬉しいなコ 
I―ー南小新年度児童に 

ま
た
構
堂
で
は
父
兄に
た
い
して
学
習
 

一
般
、
入
学
前
の
諸
準備
、
し
つ
け
 

ど
に
つ
い
て
話
しあ
い
が
お
こ
な
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

て
い
ま
す
。
 

地
区
べ
つで
は
中
川
地
区が
ニ
十
一
（
 

件
）
で
世
帯数
に
対
し
利
用
率
が三
・

八
％
で
第
一
位
を
しめ
て
お
りま
す
。
 

つ
づ
い
て
栄
地
区
十
九
、三
・
三
％
、
 

梅
沢
地
区
十
「
、三
・
一％
、
毘
沙
門

地
区
十
、
二
・
八
％
、七
和
地区
一
干

二
・
五％
、
三
好
地区
十
四
、
二
・
四

％
、
長
橋
地
区
十大
、
一
て
二％
、
松
 

業
講
遺
敗

警
ー

i
ー
 

一
 

五 

う
だ
ん
化
、
農
地
の造
せ
い
など
農
業

生
産
基
盤
の整
備
開
発
に
関
する
事
項

⑧
農
業
の
き
か
い
化に
関
す
る
事
項

④
農
産
物
お
よ
び飼
料
な
と
の
生
産
、
 

収
穫
ち
よ
う
製
、乾
燥
貯
蔵
など
の
大
 

た
め
の
、地
域
的
生
産
態
様
を実
現
す

る
よ
う
し
ど
フ
する
も
の
です
。
 

△
地
域の
し
て
い

i
県
知
事は
市
町
村

の
申
請
に
基
づき
、
事
業
実
施
条件
の

備
え
た
市
町
村
を農
林
大臣
と
協議
の
 

ら
え
し
て
い
す
る
。
 

規
模
農
業
しせ
つ
お
よ
び家
番
の飼
鶴
 

日
一

！ク
『
 

晒
一
 

一
ー
 

一
譲
馨
醸
襲
鰭
 

す
。
 

事
業

の
あ
ら

ま
・
し1
 

麟
難
鷲
 

か
ん
り
し
せ
つ
に関
す
る
手項
 

⑤
農
産
物
の選
べ
つ出
荷
、し
よ
り
加

工
な
ど
企
業
的
販
売
かい
ぜ
んの
た
め

の
し
せ
つ
に関
す
る
事
項
 

⑥
環
境
の
整備
に
関
す
る事
項
 

市
町
村
長
は農
業
委
員
会
、農
業
団
体

農
業
か
いり
よ
う
晋
及所
な
ど
の意
見

を
き
い
て
事
業
の計
画
を
策
定
し
、県

知
事
は
農
林
大
臣と
協
議
の
うえ
、
こ

れ
を
認
定
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
 

0
事
業
の
実
施
 

亭
業
は
事
業
な
い
よ
フに
よ
り展
業
者

市
町
林
、
展
業
秀
目
会
、農
業
協同
組

合
土
地
か
い
り
よ
っ区
な
ど
が
モれ
ぞ
 

市
立
南
小
学
校
（
高構
民
一
校長
）
で
 

は
八
日
午後
一
時
か
ら同
校
にお
い
て
 

こ
と
し
新
し
く入
学
す
る
児童
一
大
五
 

名
を
対
象
に
「
一
日入
学
」
を
お
こ
な
 

お
は
な
し

先
ば
い
一

年
生
のむ

か
え
る
こ
 

と
ば
 
合
 

唱
、
器
楽
 

な
ど
の演

奏
が
あ
つ

た
の
ち
、
 

各
数
室
に

わ
か
れ
て
 

を
お
こ
な
 

い
ま
した
 

お
り
、か
ど
鋼
な
らな
ん
で
も
注
文
に
住
宅
2
1日
 

応
じ
て
お
り
ま
す
。
 

」
難
薙
鯵
襲
障
」
市

民
生
委
補
 

の
技
術
を
身に
つ
けた
い
人
を
募集
し
 
・
な
乙
翼
七

Z
H

・ユ
毛
 

て
お
り
ます
の
で
希望
者
は
市
製
事

市
福
祉
事
務所
で
は転
居
、死
亡
な
ど
 

務
所
に
問
い
合
せ
くだ
さ
い
。
 

に
よ
り
辞職
し
た
民
妻

員
の
補
欠
に
 

4
月
塵
芥処
理
 
』）
頭
？
襲
『」餌
猛
 

新
宮
町2
1日
、
錦
町
1
51
62
22
3日
、
柏

ぎ
の
各
氏
を
す
い
せ
ん
、厚
生
省
に
申

原
町
、幾
島
町
リ
2
4日
、
上
平
井
町l
請
、
四
月
上
旬に
は
厚
生
大臣
か
ら辞
 

1
82
5日
、
中
平
井町
2
1
92
6日
、
下
平
一令
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
にな
つ
て
お
り

井
町
3
加
2
7日
、
十
川
町
。“2
7日
、
敷
一ま
す
。
 

島
町
1
4
52
12
22
82
9日
、
旭
町
2
3
岡
田
武
四郎
（
桜田
）
、一
一覇
利
次
郎
 

6
72
32
43
0日
、
大
町
4
82
5日
、
寺
 
（高
瀬
）
、葛
西
吉
三
（
神
山）
、
戸

町
5
9
2
6日
、
岩
木
町
6
1
02
7町
、
川

村
信
夫
（
湊）
、
三
浦
系

ノ
小血
）
 

端
町
1
11
2日
、
本
町
6
7
1
32
72
8日
、
 藤
出
二
郎
（中
平
井
町）
、
葛
西
翠
（
 

布
屋
町
8
2
9日
、
東
町
1
41
5日
、
弥
生

敷
島
町
）
。
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町
 
・
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響
授

産
所

開
設

中
 

な
ん
で
も
注
文
に
応
じ
ま
す
 

身
体
障
害者
、
低
所
得
者
、生
活
保
護

氏
）
で
は
市
の更
生
施
股と
し
て
授
産
 

者
な
ど
の更
生
の
み
ちを
ひ
らく
た
め
所
を
ひ
ら
い
て
お
りま
す
、
 

市
社
会
福祉
協
議
会
（
会長
増
田
祖
一
 離
弊
無
難
譲
‘
 

こ
の
投
産
所
に
は
現任
大
人
の
従
業
員

が
お
り
、も
つ
か
田
植
シ
ー
ズ
ンを
ひ

か
え
苗
か
ご
を
作
製
中
と
の
こ
と
です
 

同
授
産
所
は
昭
和三
十
二
年
に市
身
体

障
m司
者福
祉
会
が中
央
ハ良
舘
の
と
な

り
に
開
設
した
が
三
十
太
年
か
ら同
協

議
会
が
市の
委
託
事
業と
し
て
現
在
平
 

れ
所
要
の手
続
き
を経
て
じ
つ
し
す
る

事
業
の
じつ
し
き
か
んは
計
画
き
か
ん

を
含
め
て
四年
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

O
助
 

成
 

国
は
、
市
町
村
の
事業
計
圃
の
働
立お

よ
ひ
事
業
の
じつ
し
に
た
い
して
総
合

的
な
じよ
せ
い
を
行
うも
の
と
し
、こ

れ
に
ひつ
よ
う
な
予
算
措
置
な
ら
び
に
 

．公
庫
お
よび
農
業
近
だ
い化
資
金
の
融

通
措
遺を
こ
う
ず
るこ
と
に
な
つて
お
 

O
指
 

導
・
 

国
お
よび
県
は
総
合的
し
ど
う
体
制を

整
備
し
、農
業
団
体な
ど
と
協力
し
て

市
町
村の
事
業
計
図
の
樹
立お
よ
び事

業
じ
つ
しの
し
と
う
、援
じ
よ
に
あた

る
こ
と
にな
つ
て
お
り
ます
。
 

な
お
国
お
よ
ぴ
県
の
出
先
機
関
の
せ
つ

き
よ
く
的
な
店
用
を
は
か
るこ
と
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
 
（農
業
委員
会
）
 

一
り
ま
す
。
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母
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